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6月 22日 （ 土 ）歌 声 喫 茶 喫 茶 「 あ し た ば 」 に て 開 か れ る

本 年 2回 目 の 歌 声 喫 茶 が 開 か れ た 。

司 会 は 常 峰 、 中 矢 の お な じ み コ ン ビ 。 弁 舌 巧 み に 会 が 進 行 さ れ た 。

今 回 は 約 15名 の 参 加 と 人 数 は 少 な 目 で あ っ た が 、 ロ シ ア 民 謡 等 の リ ク エ ス ト

が 続 く な ど 、 リ ク エ ス ト も 多 く 、 楽 し い 雰 囲 気 だ っ た 。

今 回 は 飛 び 入 り で 、 テ ナ ー 岸 本 氏 の フ ル ー ト 演 奏 が あ り 、 安 ら ぎ の あ る 音 色

に 評 判 も 高 か っ た 。

派 手 で は な い が 、 細 く 長 く 続 け て い き た い 、 と い う 団 員 の 思 い だ が 、 テ ー マ

や 流 れ を 考 え て い く 必 要 が あ る と の 反 省 も あ っ た 。

冨 田 万 理 子 先 生 に よ る 作 曲 講 座 開 か れ る 5月 3 1日

加 古 川 市 青 少 年 女 性 セ ン タ ー に て 、 第 2回 目 の 作 曲 講 座 が 開 か れ た 。

今 回 は 「 ひ と り じ ゃ な い 」 と い う 詩 に 曲 を つ け る と い う も の で 、 時 間 内 に、

完 成 さ せ る の は 困 難 な 作 業 ！ で も 、 あ ら か じ め 作 曲 し て き て い た 優 秀 な 団 員

も い て 、 講 座 の 終 わ り に は 、 苦 心 作 4曲 が 披 露 さ れ た 。

そ れ ぞ れ の 曲 は 、 万 理 子 先 生 に 丁 寧 に 指 導 し て い た だ き 、 曲 ら し く な っ た よ

う で す 。 な か な か や る も ん で す ね 。
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サ マ ー コ ン サ ー ト （ 加 古 川 市 合 唱 連 盟 主 催 ） に つ い て

と き 7月 7日 (日 ) 13： 00開 演

場 所 ウ ェ ル ネ ス パ ー ク 内 ア ラ ベ ス ク ホ ー ル

演 奏 曲 目 「 今 こ の 時 代 に 「 風 に な り た い （ 暗 譜 ）」 」

集 合 時 刻 11： 00

服 装 上 ポ ロ シ ャ ツ

下 白 ズ ボ ン ま た は 白 ス カ ー ト

持 ち 物 シ ェ ー カ ー （ 各 自 用 意 ）

（ 空 き 缶 に 米 、 小 豆 を 入 れ て 封 を し た も の ）

合 宿 に つ い て

と き 8月 10日 （ 土 ） 午 後 ～ 11日 （ 日 ）

と こ ろ 高 砂 市 青 年 の 家

楽 し く 合 宿 を し て 、 親 睦 と 技 術 の 向 上 を 図 り ま し ょ う

7月 5日 、 12日 、 19日 、 26日7月 練 習 日

そ の 他 行 事 7月 20日 (土 )、 21日 (日 )

香 川 県 、 瀬 戸 内 海 の 粟 島 に て 瀬 戸 内 海 の 環 境 を 守 る 会

の 30周 年 記 念 行 事 が 行 わ れ ま す 。

掲 示 板 （ こ の 欄 に 掲 載 す る 原 稿 募 集 し ま す ）

世 界 平 和 行 進 が 行 わ れ ま す

7月 11日 (木 ) 明 石 12: 30～

7月 12日 (金 ) 二 見 9:00～

7月 13日 (土 ) 高 砂 9:30～
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